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空間情報に基づく災害時シナリオを用いたネットワークエミュレーション基盤の構築 
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(1) 動機： 地震などの自然災害のネットワークへの影

響を知り，速やかな復旧や，補完の為の技術を確

立する為には，実際に発生しうる災害シナリオに基

づいたネットワーク実証・実験を行える必要がある．

ネットワーク障害時の復旧・補完技術は多く提案さ

れているが，これまでのネットワーク実証・実験環境

での障害シナリオでは，論理的なネットワーク上で

の障害の発生箇所や種類を，検証する技術に合

わせて実験者が決めてシナリオを作成していた．し

かし，災害によるネットワークへの影響は，地理的

な広がり，時間遷移があり，物理空間のエミュレー

ション無しに実験者が障害事象を推定する事は困

難である．また，ネットワークは様々な技術によって

複合的に構成されており，個々の復旧・補完技術

の検証だけではネットワーク全体への影響を検証

する事は困難である． 
(2) アプローチ： 大規模ネットワークにおける災害時

のネットワークの障害を，空間情報に基づきエミュ

レートされる災害シナリオにより挿入し，災害時のネ

ットワークの振る舞いを再現する，統合的なネットワ

ークエミュレーション基盤を構築する．まず，プロト

タイプ実装を用いた災害時のネットワーク障害エミ

ュレーション実験を行い，エミュレーション基盤の概

念検証を行った．StarBED で ISP 網を想定した

OSPF ネットワークを構築し，各 OSPF ルータに IP

電話を想定した SIP クライアントを接続した．また，

災害時のネットワーク補完技術として２つの補完技

術を導入した．一つは OLSR を用いた無線メッシュ

ネットワークによる有線通信路の補完．もう一つは

長距離無線局による有線通信路の補完である．ネ

ットワーク経路上には，有線・無線および，空間情

報に基づく遅延・パケットロスを再現した．そして，

次のようなシナリオを用いて実験を行った． 
1. 地震発生により、いくつかのルータが被災し、

通信ができなくなる 
2. 津波発生により、いくつかのルータに深刻な

打撃を受け、通信できない地域が発生 
3. 長距離無線と無線メッシュにより、多くの地

域で通信が回復する 
(3) 意義： 耐災害 ICT の新しい技術の検証，災害時に

通信インフラを有効且つ早急に復旧する手法を提

示可能となる事が期待される． 
(4) 特徴： 

・ 一つのエミュレーション基盤上で，物理的な影

響からアプリの状況まで一貫して模擬し、実

験・検証可能 
・ 物理層からアプリケーション層までエミュレーシ

ョンを重ね合わせる事が可能 
・ さまざまな技術のエミュレーションや実物を容

易に挿入可能

 

 
 

図 1： 実験を可視化した様子 


